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岩 井 憲 幸
例 言
一 本稿 は静嘉堂文庫所蔵 『文 法規範』六巻五冊(巻 五 は欠)の うち,さ き
に発表 した巻一 の翻 刻に続 く,巻 二の翻刻で ある。以下続刊。巻一翻刻:
本誌通 巻379号,2004年1月,pp.55-87.
一 書 誌事 項 は巻 一 凡例 に譲 るが ,巻 二 は大 き さが横 幅 に おい て他 よ り
1cmほ ど小 さい。巻一184×130粍 前後。
一 翻刻 の方 針 も巻一 凡例 に譲 る。 おおむね その基本方針 を踏襲す るが,今
回次 の5点 を変更 す る。
1.原 本の体裁 を第一 とす る。 和文 は,原 本 における大 ・中 ・小字 のまま
とした。 ただ し双行 は単行 と した。 中 ・小の文字 は判別が難 しい場合 も
あ り,恣 意 的 とな らざるをえなか った。
2.墨 および朱 によ る訂正 が加え られて いる場合,訂 正後の文字 を正文 と
して翻刻本文 とす る。 訂正 内容 は注で示す。 鉛筆 による訂正 は後代 の も
の と考 えて採 らないが,注 では言及す る。
3.ロ シア文字 の大 ・小 は判 定が困難で あ り,や や恣意的 とな らざるをえ
なか った。
4.注 は校訂注 を中心 とす ることに変 わ りはな いが,今 回 ロモノーソフや
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ク ル ガ ー ノ ブ,さ ら に バ ー ル ソ フ の 文 法 と の 比 較 を 行 な わ ざ る を え な か っ
た 場 合 が あ る。 そ の 際 目 モ ノ ー ソ フ,ク ル ガ ー ノ ブ,バ ー ル ソ フ の 文 法
書 を そ れ ぞ れL,K,Bと 略 記 し,ゴ ロ ヴ 二 一 ン をGと 略 記 す る 。 前 者
の 文 法 書 は 巻 一 翻 刻 の 参 考 文 献Aお よ び 本 例 言 末 に 掲 げ た プ リ ン ト版
お よ び 翻 刻 版 に 依 る。
5.ロ シ ア 語 の 綴 り ・形 態 に 関 す る 注 は で き る 限 り 付 し た が,不 完 全 で あ
る 。



















二 之 巻 範 規 法 文
[0]ωHMeHaxち(2)YBellHTellb-(3)
HblX5,MYMeHMHTenbHbl－ω
Xb.『廣 大 名 辞 及 挾 小 名 辞 』⑤
魯 西[亜]ノ 實 名 辞 並 三層 名 辞 ハ辞 尾 二若 干 ノ字 ヲ
加 附 シテ是 ヲ 『YBeHHgHTellbHblH(6)
HMfi(7).(』(8)廣大 名 辞 ト謹 ス。 此 名 和 蘭 ニナ シr)二作 リ』(9)
或 ハ 『YMeHI皿TellbHblflHM」1.i(10)
(狭小 名 辞 ト課 ス。 和 蘭 二是 ヲVerklunende
naam(11)ト云 フ 『)トナ ス』(13)。其YBemaqHTen-
(]2)




注(1)巻1・23オ の 《OcTene朋拙ypaBHeHU.》の前 例 に よ る補 い。(2)丘一とア クセ
ン ト記 号 鉛 筆 書 き。 京 大 本 塁 書 き。正 しい ア ク セ ン トの 位 置 はHMeHaxs.(3)yB6一
と ア クセ ン ト記 号 鉛 筆 書 き。 京 大 本 な し。 は じめYBell四mrenL－と書 き,-HH－のH
全 部 とHの 半 分 を朱 で 抹 消。 京 大 本 同 様 に 朱 で抹 消 。 正 しい形 態 と ア クセ ン トは
yBe皿頭Te∬5-,(4)yM6一と ア ク セ ン ト記 号 鉛 筆 書 き。 京 大 本 な し。 正:YMeHb-
MfiTe"bHbl-.なおL,Kの 用 語 はYMaJIHTenbHblfl.(5)京大 本 も朱 筆 。(6)語 尾 －HbI-
x5の末2字 の う ち5を 抹消,xをHに 訂 正 。 と も に墨 に よ る。 京 大 本 同 じ。(7}
正:HMeHa.(8)京大 本 も朱 筆 。(9)京大 本 も朱 筆。ao)京大 本 も朱 筆 。 正:yMeHb-
IuHTellbHblfiHMeHa.(1Dある い はVerkleinende～.とも読 め る。 正:verkleinend
naamwoord.なお 中野 抑 園にverklijnnaamwoordenの用語 あ り。 現 代 の 用 語 は
verkleinwoorden.a2)下線 朱 筆 。 京 大 本 も同 じ。03)京 大 本 も朱 筆 。aO正:'
liMeHa.(15)京大 本 も朱 筆。
廣 大 二云 フ寸 二用 フルナリ。 如 設AOMS(i),家ヲ
n・MHHa,或ハn・MH・la(2).共二家 宅
ノ義 ナリ。 但 シ斯 ノ如 クニ轄 シメテ云 フ寸 ハ大 ノ字 ヲ加 ス③
シテ大 家 ノ■ トナル。rト云 フが 如 シ。』(4)又其yMeH-
MHTeπLHblflHMH(5).挾小 名 辞 『 ト
云 フ ハ 』(6)事物 ヲ輕 シメ或 ハ狭 小 二云 フ寸 二用 フルナリ。




nOMHKb.共二家宅ノ義ナレ蜥 ノ如云ヘハ小ノ辞ヲ加ヘスシテ小家ノ意ヲ含ムナリ。『 ト云 フ が 如 シ。』⑧
(9)凡ソ是 ハYBeflHqMTenbHblA
HMfl(10),廣大 名 辞 並 二YMeH-HTe.
」1bHbmMMfl(5)、挾 小 名 辞 『ハ 』(11)」(1ウ)
10
注(1)A6一 と ア ク セ ン ト記 号 鉛 筆 書 き 。 京 大 本 も鉛 筆 書 き 。{2)正:nOMH皿e.(3)
「加 ス」 マ マ。(4}京 大 本 も朱 書 。(5)正:YMeHb田HTenbHblHHMeHa.㈲京 大 本
も朱 書 。(7)正;nOMHmKO.(8)京大 本 も朱 書 。(9)「凡 」 の前 に 丸括 弧 鉛 筆 書 き
あ り。 この 括 弧 の と じは次 葉2オ2行 目末 。 京大 本 も 同 じ。0⑪ 正:HMeHa,⑪
朱 書 は は じめ 「二 作 ル ニ ハ 」 と あ った もの を,「 二 作 ル ニ 」 の 部 分 を 墨 の線 で 抹
消 。 京 大 本 もま った く同 じ。
共二貴人 ノ談話或ハ書冊等 二用 フル辞 二非ス。 1
唯平談 ノ用而 巳ω。
凡 ソ名 辞 ヲ右 ノYBellMgMTellbHblfl
HM51(2),廣大 名 辞 或 ハYMeHmHTe－
llbHblflvaMfl(3)[.]狭小 名 辞 二作 ルニ
通 法 ア リ。 即 是 ヲ左 二出 ス。
5
諸 實 名 辞 ノ中 ニテ陽 種 ナル辞 ヲYBenHqH-
TenbHblx5HMeHb(4)[.]廣大 名 辞(5)
トナ ス ニ ハ 其 辞 尾 二ma(6)或ハHa(7)ノ字 ヲ
加 附 ス ル ナ リ。 又 是 ヲYMeHMHTenb-
HblxsHMeHる(8)[.]狭小 名 辞 トナ ス ニ ハ 」(2オ)
10
注(1)「 而 巳」 の う しろ に丸 括 弧 と じ と読 点 鉛 筆 書 き。 京 大 本 同 じ。(2)正:HMeHa.
(3}正:YMeHb田MTellbH51flHMeHa.(4)正:YBe"HHHTenbHblSIHMeHa.はじ めyBe.
"HHHTenbHblflHMflHbとあ った もの を,形 容 詞 の 末 尾 のHをxと な ぞ り さ らに5を
付 加 し,名 詞 は 語 中 の"を 墨 で 消 して 下 にeと 訂 正 す る。 京 大 本 後 者 －HHbとあ
り第1のHを 消 してeと 下 書 き。 な お こ こ で の複 数 生 格 形 は,以 下 で もた び た び
出て くる よ うに,原 文 で の 格 形 を そ の ま ま訳 文 中 に も ち込 ん だ が ゆ え で あ ろ う。
(5)この の ち1字 墨 に て 抹 消 。 消 され た文 字 は 不 明 。 京 大 本 も同 じだ が,京 大 本
の 消 され た 文 字 は 「以 」 か 。(6)正:-H皿e.(7)正:-HHa.(8)正:yMeHb-
IHHTeJlbHbI月HMeHa.
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本 辞 ノ端 尾 二qiOH面ω 或 ハqKb(2)或ハmKa
ノ字 ヲ加 ル ナ リo陰 種 ナル辞 ヲYBenMHMTe-
llbHblXbHMeHb(3)[.]廣大 名 辞 トナ ス 二 八 本 辞 ノ
尾 二ma(4)ノ字 ヲ附 シ又 是 ヲYMeH-HTe-
llbHblXbHMeHb(5)[.]狭小 名 辞 トナ ス ニ ハ
mKa或 ・・foHKa(6)ノ字 ヲ尾 ス ル ナ リ。
其 中 種 ナル辞 ヲyBen四HTe∬bHbl.
x5HMeH5(3)[.]廣大 名 辞 トナ ス 二 八 本 辞 二
uaO)ノ字 ヲ尾 シ又 是 ヲYMeHUIHTe-
nbHblx5HMeH5(5)[.]狭小 名辞 トナ ス ニ ハ




注 ω 正:一 命肱 は じめui"OICbとあ った もの をKを 抹 消 し,そ の上 方 に鉛 筆 でkと
訂 正 す る。 京 大 本 も同 じだ が,抹 消 ・訂正 と も に鉛 筆 に よ る。 ② 正:-9HICb.(3)
正:YBellHHHTellbHblflHMeHa.(4)正:-HIIIa.(5)正:YMeHbMπTenbHblflHMeHa.
(6)原本 ゐ一の よ うに あ るがfb－と す る。 京大 本ro-.(7)正:-HIIIe.なお,原 本ma
の次 の1字 分 空 間 に上 下 お の お の1字 計2字 の ロ シア文 字 の ご と き文 字 が 書 か れ
て い るが読 め な い 。 今,翻 字 で き ず。
諸属名辞ハ廣大名辞 二作ル寸ナシω。 惟狭
小名辞 トナス而 已。是 ヲ狭小辞 トナス二八
陽種ナレハ本辞二Ha或ハKova(2)ノ字 ヲ
尾ル。陰種ナレハKaflノ字ヲ尾シ中種
ナレハKoeノ字 ヲ尾 スルナ リ。
如斯規法 ヲ示 スト云任異邦 ノ人ハ右 ノ
例二倣テ誤 りナク作 り韓 スル寸能ハス。
如何 トナレハ第一何 レノ名辞二八何 レノ字 ヲ
附スルト云刀 知 レス。第二ニハ本辞 ノ端尾





サ レハ ナ リ。宜 ク左二出ス例 ヲ見ルヘシ。唯」(3オ)
注(1)形 容 詞 が指 大 形 を 作 らな い とす る この 一 文 は,Lの 「指 大 形 容 詞 は,名 詞 の
よ う な粗 野 な意 味 で は な く,柔 和 な意 味 を 有 す る」(op.cit.§247)やKの「指 大
形 容 詞 を柔 和 さ を表 わ す 」(op.cit.p.20の6)とい う意 味 論 に 重 きを お い た 言 説
を 初 学 者 の た め に換 言 した もの で あ ろ う。(2)Lに よれ ばBaTbとxomeKb,meHelcb,
Kに よ れ ばBaTl}とHelCbが接 尾辞 と して与 え られ て い る。
習練二因テ自ラ是 ヲ會得 スルノ外更 二示 スヘキノ 1









注(1)正:non皿le.語中 第1の 田 を抹 消。 京 大 本 同 じ。-Hl皿nlaの上 に鉛 筆 で 横 線 。
京 大 本 同 じ。(2)-HHaの上 に 鉛 筆 で横 線 。 京大 本 同 じ。(3}正:MY》KHgHLue.語
中 第1のmを 抹 消 。 京 大 本 同 じ。 一皿aの上 に鉛 筆 で横 線 。 京 大 本 同 じ。(4)-nHa
の上 に 鉛 筆 で 横 線 。 京大 本 同 じ。(5)Bの 上 に 鉛 筆 で ア ク セ ン ト記号 。 京 大 本 同
じ。(6)正:3ぬPmue.語 中第1のmを 抹 消。 京 大 本 同 じ。sの 上 に 鉛 筆iでア ク
セ ン ト記 号,姐aの 上 に 鉛 筆 で 横 線 。 京 大 本 と も に 同 じ。 ア ク セ ン ト正 し くは
－p6-.(7)Bの上 に 鉛 筆 で ア ク セ ン ト記号,-Haの 上 に鉛 筆 で横 線 。 と も に京 大 本










注(1}正:YMeHblllHTenbHblH.(2)-lllKaの上 に 鉛筆 で 横 線 。 京 大 本 同 じ。(3)-asの
上 に 鉛 筆 で 横 線 。 京 大 本 同 じ。(4)-mKaの上 に 鉛 筆 で 横 線 。 京 大 本 同 じ。
㈲1'oは原 本 め と あ り,上 の線 を 鉛 筆 で 消 す 。 原 本fOは 命 と読 む。 京 大 本ro.
(6)正:My>KHqfb".foは原本fOと あ り,上 の 線 を 鉛 筆 で 消 す。 京 大 本Io,(7)正:
3肪pib品.原本,京 大 本 と もにfOと あ り。foと読 む。 語 末 －Hのう しろ に鉛 筆 でb
















注(1}正:6a6H田a.語 中 第1のmを 鉛 筆 で 消 す 。 京 大 本 同 じ。-uraの上 に鉛 筆 で 横
線 。 京 大 本 同 じ。(2)正:KOPOBH-a.語中第1の 田 を 鉛 筆 で 消 す 。 京 大 本 同 じ。
-luaの上 に鉛 筆 で 横 線 。 京 大 本 同 じ。(3)正:meTHIua.語 中 第1のmを 鉛 筆 で
消 す 。 京 大 本 同 じ。 一【uaの上 に鉛 筆 で 横 線 。 京 大 本 同 じ。(4}こ の語 の 後 に 鉛 筆
で 「環 」 とあ り。 京 大 本 同 じ。(5)正:KonbUbl1tle.(6)はじめ語 頭 をKo－と書 き,

















注(1)「 陰 種 名 辞 ニ テ 」 の 意 。(2)正:YMeHb-liTenbHblfl.(3)正:6a6ymKa,(4)正:
KopoBy皿Ka.(5)正:nJleTloluKa.(6)「中 種 名 辞 ニ テ 」 の 意 。(7)は じ めKope－と























注(1)巻1の23オ の 《OcTeneHflxbypaBHeHin>と,前置 詞 のoが 用 い ら れ て い る こ
と に よ る 。cf.L,K:OHMeHaxbqHcnHTenbHblxb.(2)正:qHcnHTenbHslＬIHMeHa.
(3)正:qHcna.いず れ も 語 末 のoに 鉛 筆 で 一 筆 加 え てaと 訂 正 。 京 大 本 に 同 じ。
(4)正:flponopuioHanbHhm.
qHcno(i)、比 例 敷 名 ト云 フ ナ リ。 1
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第 一 〇cHoBaTe∬bHbl」19Hcllo(1).
基 数 名 ト云 フハ品 物 ノ数 ヲ云 フ辞 ニシテ即
OnHH5.-ABa.二
TPM.三IleTbipe[.]四
IIIＬITb[.]五等 ノ類 是 ナ リ。
此 中 ニテOnHHb-[,]ABaニ ノ数 辞 而 巳 ハ






注(1)正:qHcna.い ず れ も語 末 のoに 鉛 筆 で 一 筆 加 え てaと 訂 正 。 京 大 本 同 じ。
(2)正:oAHa.(3)正:)Kepe6ua.(4)「牡 犬」 とあ るが)Kepe6eusは「牡 馬」。
nBBKO6blnLl.二牝 馬 ト ナ ス が













注(1)正:rycHHH.(2)正:llepBblti.原本 鉛 筆 で 加 筆 してnepBblnとす る。 す な わ
ち鉛 筆 でq－ をn－ に,-otiを－Bbl－に変 じ,さ らに語 末 にtiを付 加 す る。 京 大 本 同
じ。(3}墨 書 きの －etiのeを鉛 筆 でiと 訂正 。 京 大 本 は 一迫 －eti,-inともに可 。L
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は 前者 。(4}-otiの語 尾 は許 容 形 。Lは む しろ 一〇nの綴 り。KはnePBblti,oilのよ
うに並 置 す る。
等 ノ類 是 ナリ。 都 テ此 類 ノ数 辞 ハ皆 種 類,軍 復,
轄 格 二因 テ属 名 辞 ト共 二ω 変 移 スルナリ。
第 三Co6HpaTe∬bHblＬlqHCfla.
合 数 名 ト云フハ数 多 ノ物 品 ヲー 辞 ヲ以 テ其
数 ヲ云 フ其 数 名 ナリ。 如 設napa.封 ト









注(1)「 共 二 」 は 「同 じ く 」 の 意 。{2}は じ めnop・ と 書 き,pを 墨 で 消 し た ま まnに
続 け る 。 京 大 本 同 じ。 正:no㎎10細Hb1,(3)正:necHTKa.(4)正:necflTKoBb.
(5)正:COT朋.(6)正:COTHH.
XPHCOTKM〔1).三百 ソク 等 ノ類 是 ナ リ。
是 等 ハ軍 復,轄 格 二因 テ変 移 スルコ 實 名 辞 ノ
轄 例 二倣 フ。
第 四flponopllK)HaJlbHblfl(2)
qHCIIa.比例数 名 ト云フハ事 物 ノ大
小 並 二其 性 質 等 ヲ相 比 シテ云 フニ用 フル数
名 ナリ。 如 設nBotiHoti.二倍
Tpo口Ho口.三1音qeTBepHo口(3).
四 倍nATePHoti(4).五倍 等 ノ類 是






注(1)正:coTHH.(2)正:HponopuioHaJlsHblH.(3}語中 の －Be－のeに 鉛 筆 で2点 を
上 書 き しeと す る。 京 大 本 な し。(4)語 中 －PH－の 間 に鉛 筆 でHqを 上 書 き して加
え,さ らに 鉛 筆 で語 尾 の 一〇nのoをblと 訂 正 し,結 果nflTepHgHblMとす る。 京 大
本 同 じ。
cna.序 数 名 ト相 等 ク属 名 辞 ノ轄 例 二倣 フ。
時 ト シ テ ハB5ABoe(1).二 倍BsTpoe(2).
三 倍BsqeTBepo(3).四 倍B五Ilfl-






注{1)ふ つ うBnBoeと 綴 る 。(2)ふ つ うBTpoe.(3)ふ つ うBgeTBepo.(4)ふ つ う
BrmTepo.(5)正:BbnBapa3a.(6)正:B5TpHpa3a.(7)正:BちmTbpa36.
二 第 之 篇 辞 名 代
M包CToHMe頭 ω.
















cToHMe前1.間 代 名 和蘭v,、y。,d,v。。皿mw。 。,d.(5)」(8ウ)
注(1)正:MもcToHMe曲.(2)正:persoonlijkvoornaamwoord.オラ ンダ 語 のv
とwの 筆 記 体 が近 似 して い る が,以 下 明 確 な 区 別 あ る もの の み をwと した。 な
お オ ラ ン ダ語 の 術 語 は ロ シア語 術 語 の 下 方 に注 の ご と く く っつ けて 書 い て あ る。
ゆ え に こ れ ら双 方 で1行 とみ る。(3}正:HpHTfl)KaTenbHbul.(4}正:bezittend
voornaamwoord、(5)正:wijzendvoornaamwoord.京大 本voornaamvoord




曲1(1).蹄慮 辞 和蘭W,d,,kee,end,v。。maum。 ,d(2).
此 代 名 辞 ノ中 多 分 ハ種 類,車 種,轄 格 二因 テ
変 移 スルナリ。 左 二出 ス例 ヲ以 テ知 ルヘシ。
第 －JI朋H瑚M唱CTOHM鳴 曲(1).








kered～,wederkerig～.京 大 本voornaam.(3}10オ の 表 に よ る 補 い 。
MHo)KecTBeHHoeqHcm.復 負
Mbl.予 等[OHH、 彼 等](1)(2)陽辞OHH(2).彼 等 陰 辞
{Bbl.休筆OHB(2).全 中辞
按 スルニ彼,彼 等 ト云 フ辞 和 蘭 ニチハ単 負 ナレハ
hij.彼ト云 フテ陽 種 中 種 二通 シテ陰 極 ニハZijト
云 フテ別 二中 種 ノ彼 ト云 フ辞 ナシ(3}。又 後 負 ナレハ三 種 共 二




共 二別 ニス。 是 和 蘭 ト其 法 同 キニ似 テ異 ル所 アリ。」(9ウ)
注(1)10ウ の表 に よ る補 い。(2)こ こで は3人 称 代 名 詞 の 男 性 ・女 性 ・中 性 の 複 数
を そ れ ぞ れOHH,OHH,OHSとして い るが,こ れ は10ウ の 表 の そ れ ぞれOHH,OHB,
o朋(sic.正:oHs)と矛盾 す る。 さ らにKはoHHは 男 性,oHBは 中 ・女 性 に 用 い
る の を 良 しとす る。 た だ しBは 男 ・女 がOHH,中をOHBと しなが ら も,厳 格 な 使
い分 け が な い 由 を 注 す る。Gの こ こ はBに 合 致 し,Gの10ウ の 表 はKに 合 致 す
る こ と にな る が,か か る混 乱 はBの 注 に い う実 情 の 反 映 で あ ろ うか。 な おcf.グ






































































予.於.斑 於.彼.於 チー 全 土 」(10オ)
注(1}墨 で 「陽 」 を 抹 消 。 京 大本 同 じ。(2)墨 で 「全 」 を抹 消。 京 大 本 同 じ。(3)L,
Kに よ る。(4}oHoの斜 格 はL,Kに よ れ ばero,eMy,ero,HM5,0HeMb.今日 も同
じ。 た だ しこ こで はOHbの 元 来 の 形 の 教 会 ス ラ ブ語 形 に意 味 上 関 連 づ け た上 で,
形 態 は,形 容 詞 のOHbltiの中 性 形 に よ って,斜 格 形 を提 示 して い る。Gに よ る 中
性 対 格OHoeを用 い た例 文 が31ウ8行,11行 に 見 え る。(5}は じめTH－のHを 墨
でeに 訂 正 し,さ らにeと 上 書 き訂 正 す る。 京 大本 同 じ。(6}3BaTenbH51ti(呼格)。











































































注(1)Mbl以下 「第 一 格 」 の行 に 書 か れ るべ き事 柄 が 「第 二 格 」 の 行 に大 幅 に食 い込
ん で い る が,こ こは 正 す 。(2)9ウ 注2参 照 。(3}L,Kに よ る。(4)「第五 格 」
の 行,双 行 分 に貼 り紙 。 元 は 「HaMb,BaMb,mM5」と あ っ て,単 線 に て 抹 消 。 京
予等ヲ 休等琴 彼等言
大 本 は貼 り紙 も,元 来 の文 字 もな く,白 紙 。(5}正:HaMH.(6)正:OHHxs.
第 二flpHTfl)KaTenbHbl51MBcTo[一]
HMeHblSl{1).司領 代 名 ト云フ■ ハ凡 テ事 物 ヲ司 領
スル代 名 辞 ナリ。 即 左 ノ如 シ 。
軍 負 復 員































注(1)正:M唱CTOHMeHm.(2}以下 の和 訳 注 は ロ シ ア語 の格 に ひか れ て,誤 って 格 助
詞 等 を 対 応 さ せ て い る。次 表TBon以下 で も同 様 だ が,い ち い ち 指 摘 しな い。(3}


























































注(1)は じめTO－と書 き,oを 墨 で抹 消 。 京 大 本 同 じ。















































































注(1)ふ つ うero.ここで もoHoeの生 格 形 を提 示 。10オ 注4参 照 。(2)aはHの よ
うに もみ え るがaと 翻 刻 。 京 大 本 明 らか にa.(3)正:Ha1uero.{4)L,K:Hallles.














































注(1)「 第 三 」 の 下 にHallJeMYとあ る が,他 と 体 裁 を あ わ せ る 。(2)L,Kに よ る 。
(3)正:Hamelo.(4)正:HallleMb.(5)L,K:Ba田efl.-etiは許 容 形 。(6}正
































































































































































注(Dた て 書 き 和 文 の 体 裁 は 原 本 の ま ま。(2)L,K:ceH.-etiは許 容 形 。(3}正































































⑨T磁.(6)正:[)THMS.(7)L,Kに こ の 格 形 の 項 な し か 。(8)正:06b翫O協.













































































注(1)は じめTOHyと書 きHを 墨 に て抹 消 し,Mと 下 書 き訂 正 。 京 大 本 同 じ。(2)L,




董 ・Ta・ ・M・,・TaK…,・TaK・Mb,・ ・a-.
貞 由 日 右 ノ第 四 段 復 員 ノ辞 ヲ列 スル其 辞 ノ中 二別 二月ノ
字 ヲ附 シタルハ陰 種 ノ辞 ヲ付 ス寸二用 フルナリ。 即 陽 中 ノ二 種 ハ
如 設TaKie,ト云 ヒ陰 種 ノトキ・・eヲfl=代ヘテ
TaKi」1,ト云 フナリ。 以 下 亦 同 シ。
補 遺
軍 負 復 員
笙 … 鑑 。。T。輌 … 蓋 。。T。pH」1,…毘 。。T。p。e,H。K。T。P.le-fl.
或.、其
筈 。・。。,。par。,。B。 。T。P。ti,…H・。。T。par。,。 ・。。。。P、lx。.





注(1)「 第 六 」 の文 字 の 左上,冊 子 のの ど の部 分 にHと あ り。 京 大 本 な し。 こ こで は
省 略 に 従 う。 な お この 葉 に 昭 和5年 の 新 聞 紙 に よ る 附箋 あ り。(2}ロ シ ア語 は
「第 一」 等 の下 に書 かれ て い るが,他 の 表 との かね あ いか ら体 裁 変 更。(3)cf.K:
KoTopbln,L:KoTopon.(4}正:HBKoTopaH.(5)L,K:-blfl.-oilは許 容 形 。{6}
は じめ －Pblilと書 き －blMを墨 で抹 消 し,下 に 一〇Myと訂 正 。 京 大 本 同 じ。(7)は じ
め －POflと書 き 墨 でflを抹 消 し,そ の下 にMと 訂 正 。 京 大 本 は は じめ －poeと書 き,






























































注(1)正:-yro.(2)L,Kに よ る 。(3)L,Kに こ の 格 の 項 な し。(4)正:-aH.{5)
正:-polo.(6)L,Kに よ れ ば,KofiはMoMと 同 じ変 化 に 従 う。 よ っ てHsKitiの変
化 は 男 性 主 格 以 下 はHBKoero,-KoeMy,-Koero,-KoHMち,-KoeMb;女性HBKoA,
-KOeA,-KOeil,-KOK),-KOeiO,-KOen;中性HBKOe,-KOerO,-KOeMy,-KOe,-KOHMb,
-KoeML;複数HBKie!-U,-KoHxb,-KoHMI,,-KoHx5!-ie!-iA,-KoHMH,-KoHxb.以 上 が
文 語 的 な 形 態 で あ ろ う 。 一 方,男 性 の 一 部 と特 に 女 性 形 お よ び 複 数 形 に お い て,
17巻 本 ア カ デ ミー 辞 典 が 掲 出 す る 次 の よ う な 形 態 も存 在 し,お そ ら く こ ち ら が 通
行 の 形 態 だ っ た で あ ろ う 。 男 性 ・中 性 ・適 格HBKHM;女 性HBKaA,-Koeii/-KoM,
-KOe亘/-KOil,-KYK),-KOeil/-K砿,-KOe酊－K磁;複 数HBKie!-ifi,-KHXb,-KHMb,-KMXb・
-KHMH,-K"Xb.し た が っ てG掲 出 の こ の 表 に お い て は,女 性 と 複 数 形 で 大 部 分 が
後 者 の 形 態 を 載 せ て い る こ と に な る。 わ ず か に 女 性 ・対 格 と適 格 にHBKOIo,HBKoeK)
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と文 語 形 が 認 め られ る。 た だ し,一 方 で は,男 性 ・中性 の格 形 は,形 容 詞 の 変 化
に従 っ た類 推 形 で あ り,俗 用 で あ ろ うか 。 以 下 の 注7・8・9は 以 上 の 前 提 の もと






























































(8)L,Kに こ の 格 の 項 な し。
HHblfl.MHoPtは許













































因 二云 右 ノBC別d厳ト云 フ所 二数 々BCflbCbト
云 デ]ア リ。 尤 七 轄 格 二因 二端 尾 ヲ変 スルー]・猶








注(D正:BCHKYK).(2)はじめ －KOMbと書 い た もの を,oを 消 して墨 で下 にHと 訂 正 。
京 大 本 同 じ。(3)正:BcflKo}o.(4)正:npoqiil.ただ し,np㎝1一とTを 入 れ る綴
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因 二云 右 ノCaMbitiト云 ヘル代 名 辞 パー 辞 離 シテ用
フルコ ナシ。 毎 二他 ノYKa3aTeflbHbltiMBCTOHM-
Hi」1(2)直指 辞 ト連 用 スルナリ。 如 設TOT'bCaM-
blti,是レ自 ラ[,]TaCaMafi,同上[,]加o
CaMoe.同上 ト云 ヘルヵ如 シ。 斯 ノ如 クノニ 辞 相
連 子テToqHHO(3).必。固。eeナド云フ義 ト云 フ義 ニナルコ 有 り。
即 如 設OTOT'bnHqBnoBBKb(`)
Bacち06HAaSnb?休二仇 セシ人 ハ是 レ乎 。」(17ウ)
5
10


















ト云 フ問 詰 アリ。 是 二苔 フル=OHsCaMbln.ト云 ヒ













此 代ω名 辞 二八種 類
並 二単 復 ノ差 別 ナシ。 故 二
諸 物 諸 事 二用 フル也 。
如 設
兄Bce3HalO.我 悉 ク知 ル
兄Bcero60rocs.予悉 クヲ恐 ル











注(1)は じめ 「伐」 と書 き一 部 消 して 「代」 と訂 正 。(2)正:BcBMb.
第





















































京 大 本 同 じ。








間 代 名 辞 ト云 フハ即 人 名 物 称 ヲ尋 問 スル時 二用 フル
代 名 辞 也 。 左 二出 スヵ如 シ。
第KTO,qTO.此 代 名 ニハ種 数
一 誰,、
第Koro,qero.単 複 ノ別 ナシ。 唯 七 格 二
二 誰,






































注(1)正:OqeMち.② この 欄 空 白。 京 大 本 同 じ。(3)正:1(aKHMH.(4)正O

































再 呼 辞 ト云 フハ上 二云 タル人 名 或 ハ物 名 ヲ受 ヶル代 名
「人ヲ 是又事 此』(7)
辞 ナリ。 如 設qelloBsKs,1(oTop磁3ro」(20オ)
『三 所ヲ ニ』(7)
10
注(1)L:-oti,K:-blil.(2}L,K:-hM.-otiは許 容 形 。(3)正:-yro.(4)L,Kに
よ る。(5)LKに こ の 格 の 欄 な し。(6}正:-blMH.(7)京 大 本 も 朱 筆i。
『言 予 知』②
C・㌣ 拶 …S・Ha-[・]ト 云フ(3'タ!レ成語
中 ノKoTopoti是ナリ。 此 ヲOTHocHTenbHblfl
MもcToHMeHUト云 フナリ。 前 ノBonpocme-
nbHblflMBCTOKMeHi」1間代 名 辞 ノ中 二出 セル
qTo,KoTopoti,KaKoBota.等ノ辞 モ此 再



















注(1)正:CKa3ans.(2)京 大 本 も 朱 筆 。(3)正:「 云 ヒ」。(4)マ マ 。 原 語 か ら 独 立
し て 和 文 縦 書 き を 前 提 と す る 訳 語 。 以 下 に も 現 わ れ る が い ち い ち 指 摘 し な い 。
(5)L,Kに 従 え ば,KoilはMotiと 同 じ変 化 。cf.15ウ の 注6.し た が っ て,Koilの
男 性 ・主 格 以 下 はKoero,KoeMy,Koero,Koti,Kom価,KoeMb;女 性KoH,Koefl,
KOeVa,KOIO,KOH,KOeK),KOeti,;中性KOe,KOerO,KOeMy,KOe,KOe,KOHM5,
KoeMb;複 数KoM,KoHx5,KoHMb,KoHxb/KoH,KoH,KoHMH,KoHxb.なお17巻 本
ア カ デ ミ ー 辞 典 が の せ る 別 形 は 次 の 通 り。 女 ・主KaＬl/KOH,女・生Koeti,女 ・対
KOK)/KYK).よっ て,Gの こ の 表 は,ほ ぼL,Kに 従 って い る と み な せ る 。 こ の 前 提
で 注4,5お よ び21オ 注2は 付 し た 。(6)正:1(oero.(7)L,KKoefl.Koetiは許
容 形 。(8)は じ め1〈OMyと 書 きoとMの 間 に カ ギ を 用 い てeを 書 き 加 え,訂 正 。
























露 礁 辞 ト云 フハ事 ヲナシ物 ヲ云 フ其 人 ヲ再 ヒ指 ス代




ト云 ヘル語 中 ノce6B[,]ce6fl等ノ辞 是 也 。 即 チ




注(1)L,Kに よ る。(2)正:KOHMH.(3)京大 本 も朱 筆 。
























































此 代 ω名 辞 ニハ負 数 種 類 等 ノ差 別 ナシ。
























云 フテce6H7辞轄 移 スルー]ナシ。」(21ウ)
注(1)L:caMblH,K:caMbl」1,.o□(2)L:caMylo,K:¢aMoK).(3)はじめ(《CaMoMb,)〉
と書 い た の ち －M5を墨 で 消 して く<CaMo,〉)と訂 正。 京 大本 同 じ。K:caMoe.K,1831
年 版:caMaro.(4)語末 －xbにな ぞ りあ り。 京 大 本CaMHxb.⑤Lで は この 格 は
表 示 す るが,形 態 の欄 はす べ て 〈一〉 であ る。Kは この 格 の名 も欄 もな し。(6)L:
caMHMbに対 し,K:caMblMb.(7)はじめ 「伐 」 と書 き,一 部 を消 して 「代 」 と
訂 正 。 京 大 本 も同 じ。(8)京 大 本 も朱 筆 。(9)ce6flにつ い て は,L,Kと もに 注
で 述 べ て表 に して い な い が,も う1形co6010を文 例 中 に 示 す 。Gの 表 の 「第 一 」
か ら 「第 五 」 の 格 の 表 示 は形 骸 化 して しま って い て,「 第 三 」 「第 四」 の み に該 当
す る形 態 が 示 さ れ て い るが,こ の格 の 表 示 を生 か せ ば 「第 二 」 にce6H,「第 六 」
にCo6010,「第 七 」 にOCe6Bと あ って ほ しい とこ ろ で あ る。Bは 生格 以 下ce6i,
ce6も,ce6負,co66冊Hco66首,oce6も.
原名 ト云フ
[0](1)FnarOflB.三第 篇 辞 働 1
我 魯 西 亜 國 語 ニチハrllarOlls働辞 ヲ 六 種 二分 ッ。
(2)『他 働 辞 』
(3)第噸 君認 糠 器 ぱ撒 躍ラ
是作業 ヲ云 ヒ顕ハス辞 ナル故此辞 アル寸ハ句 中二
BHHHTenbHOM5nane)KS(6)第四 格 二當 ル
r神 保 ヲ 愛 ス」(7)
辞 ヲ生 スル也 。 如 設EOI・bTe6flAlo6HTb(8).
「運命 予 ヲ 亡ス」(7)
CyAb6aMeHＬIrOHHTb(9).ト云 フ成 語 ノ中 ノ
「愛ス 亡ス」⑦
nK)6HTb(10),rOHHTb(11).是所 謂 他 働 辞
r休ヲ 予 ヲ」(7)
ニ シテTe6fl,Me朋.ハ 第 四 格 二當 ル辞 也 。'
r被働辞」(7)第二種c酬 灘 瓢認 漂 ラ
是 他人ノ所業 ヲ己二被ル所 ヲ云 ヒ顕ハス働辞也。」(22オ)
5
10
注(1)巻1.23オ の 《OcTeneHflxsypaBHeHifl.》の 前 例 に よ る 補 い 。L:OrnaronB,K:
Orflhronaxs、(2)朱線 。 京 大 本 も 同 じ。(3)京 大 本 も 同 じ。(4)正:ABticTBMTenbHble.
(5}正:werkendwerkwoord.(6)正:BHHHTenliHHMnaAe)wa.BHHHTe－のTの 筆
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記 体 をpの よ うに は じあ伸 ば して 書 いた もの を,下 部 分 の み 鉛 筆 で 消 しか つ上 に
線 を 加 え て,Tと 訂 正 。 京大 本 も同 じ。(7)京 大 本 も朱 筆 。{8)正:n}06HT'b.語
末 のbに な ぞ りあ り。 ⑨ 正:rOHHT'b.bにな ぞ りあ り。 京 大 本 〈rOHHI'1,,〉.OO)
正:n}06HT・b,語末 のbを 鉛 筆 で5に 訂 正 。 京 大 本 も 同 じ。GD正:rOHHTb.語末
のbを 鉛 筆 でLに 訂 正 。 京大 本 同 じ。a2)正:lijdendwerkwoord.
故 二先二云フ人或ハ事ハ第一格 トナリ後二出ス事 ヲ為ス者ハ
r休ハ マル 恵
第 六 格 ノ(1)辞トナル也 。 如 設TbleCTblllo6HMS
神ヨリ』② 『予ハ サル 亡 運
勢㌃ 又e・讐 識 鷲 惹
Ab60K).ト云 フ語 有 リ。 此 中 ノeCTbniO6MMb,被 恵
又eCMbrOHHM5.ノ 辞 即 被 働 辞 也 。
被 亡
但 此eCTb(3),eCMbノ 働 辞 ・・通 例 常 話
共 二被 ラルノ義
及 ヒ書 翰 等 ニハ暑 スル也 ω 。
『自働辞」(2)第
三 種!2pSnHierllarOllbl.ト云 フ。 是
蘭onzgdigWerkwoord.(5)ト云 フ
作 業 及 ヒ被 働 ヲ云 フ辞 二非 ス。 唯 働 静 所 在 ヲ云 ヒ顕 ス辞 ナリ。
故 二此 辞 ノ後 二七 轄 格 ノ中 二當 ル辞 有 ルコ ナシ。 如 設
『予 生ク』②r予 歩ム』(2)




注(1)「 ノ」 の 前 に1字 抹 消 。 京 大 本 な し。(2)京 大 本 も朱 筆。(3)京 大 本 〈,〉な
し。(4)L,Kに受 動 は 受 動 分 詞 とeCMbある い は6blBaK)から作 られ る 由 が 記 され
る。 よ って,第1の 例 文 はTblecHが期 待 され る が,ecTbも可 か 。ecMb,ecH,
ecMH,ecTeにつ い て はLは 用 い られ ず と,KはecTb,cYTbも含 め て ス ラ ヴ 話 す
な わ ち 教 会 ス ラ ヴ 語 に 於 い て 用 い ら れ る,と す る 。(5)正:onzijdig
werkwoord.(6)はじめ)KaByとaを書 き,こ の 文 字 の上 部 を 朱 で 抹 消 し,)KHBY
とす る。 京 大本 同 じ。
『生 ク 歩 ム』(1)
)KHBy,XO)KY.是 也 。
『蹄 働 辞』(1)第四種。㌃瓢 鷲 蕊;票.
是 為 ス所 ノ作 業 再 ヒ其 事 或 ハ其 者 二係 ルヲ云 ヒ顕 ハス働 辞 ニメ
r予他 動 辞
二 四 ノ字 ヲ尾 シタル者 也 。 如 設 兄
取上ル 自ラ』(1)『 予 自ラ取上ル」(1)
nOAHHMaK)ce6fl,ト云 フ所 二flnOAH"-






強 テWederhoo「igwerkvoord(7)ト云 フ 吾
是 為 ス所 ノ業 直 二己 レニ及 デ]ヲ 云 フ動 辞 也 。 如 設 月
打合 フ」(1)r彼 口戦 ス」(D
nepycH(8),OHb6paHHTcfl.ト云 ヘ ル。 此 ノ
nepyCfl(8),6paHHTCfl.之類 是 也 。
「普 働 辞」(D第 六 種
06miemaro皿bl.是 所 謂 」(23オ)
10
注(1)京 大 本 も朱 筆 。(2)正:wederkerigwerkwoord.(3)はじめ －MaKoTcAと書
い てTを 抹 消 し,さ ら にroを鉛 筆 で 抹 消 し,aの 右 上 に斜 線 を ひ い てTを 書 き加
え る。 京 大 本 同 じ。-MaK)CHを訂 正 形 とみ る。 そ うで あ れ ば 正:-Ma}OCb.(4)朱
線 。 京 大 本 も同 じ。(5)は じめnomlHMalocflと書 い た もの をroを鉛 筆 で 抹 消 し,
そ の下 にTと 書 い て い る。 京 大 本 同 じ。 正:-MaK)Cb.(6)はじUsB3ahiM－と書 い
た もの を,blを墨 で 抹 消 し,カ ギ を 用 いてHと 下 に 訂 正 。 京 大 本 同 じ。{7}正:
wederhoorigwerkwoord.現代 語wederhorig～、(8)正:nepycb.
CPBnHie(1)marollbl.自働 辞 ノー 種 ニメ
動 静 ヲ云 ヒ顕 ス辞 ナリ。 但 シ是 ハ外 二相 野 スル人 或 ハ事
「予 葬スル」(3)
コレ無 キ時 ハ云 ハサル辞 也 。 如 設fl(2)Ma朋IOCb.
之 類 是 也 。
r助 働 辞」(3)
凡 魯 西 亜 語 二noMoraTellbHblemaro∬a(4).ト
『有,也,為』(3)r有,持,」③
云 フ者 ハ6HTb,トHMBTb.ノ ニ 辞 也 。 此 ノ
辞 ヲ用 テ動 辞 ノ時 世r三 世ヲ云」(3)ヲ云 ヒ顕 ス也 。 故 二是 二助 辞 ノ
『我 ン 生イキ」(3)名 有
リ。 如 設fl6yny)KHTb.ト 云 ヘルヵ如 シ。
按二是未来也
但 シ此HMBTbト 云 フ助 辞 ハ文 章 或 ハ尊 称 ノ
談 中 二用 ヒス。 唯 命 令 ノ語 法 中 二用 ルノミ也 。




注(1)正:CpenHie.(2)18世紀 風 の 筆 記 体 に よ る。(3)京 大 本 も同 じ く朱 筆i。(4)
・aにな ぞ り。 京 大 本 ・bl,正:rnarOllbl.(5)朱丸 。 京 大 本 同 じ。
些JIHHHblernarOllbl.『係 人 動 辞 』(D 1
100明 治 大 学 教 養 論 集 通 巻388号(2005・1)
基Be3nHHHblernarOllbl.『不 係 人 全 』(D
誉npaBanbHblerna_.r同 轍 辞 』(1)
茜 ・・npaB…e…-n・1.r不 噸 全 』・
蓋n・nH・lernar・fl・・r満 情 動 辞』・
基Heno∬HHe(3)rnarollbl.『 不 足 全 』(D
ノ、
薯va・ ・6・ ,・ 1・lierna-・r多時 全 』(・
『一 』ω
JIHgHblemaronbl.係人 動 辞 ハ
JIHUaMH(4)MもcToHMeHU.人代 名 辞 ノ
三 人r予f微 ノ三人ヲ云フ』ω 共 二用 フ可 キ動 辞 是 也 。
『二 』ω
6e3nMqHblerllaro皿bl.不係 人 動 辞 ハ」(24オ)
5
10
注(1}正:京 大 本 も朱 筆 。
JIHqHbifl.
(2}正:HenpaB期bHble.(3)正HenonHbie.(4)正
人 二用 ピサル動 辞 ニノ此 類 語 甚 シ(1)。即HaＬUle>KHT・b(2),
nOBnBeT・b.共二属 スル又 須 クノ意 ナリ ト云 ヘルヵ如 キ類 是 也 。
『三 』(3)
npaBHflSHblernaronbl.同轄 動辞 ハ
他 ノ諸 辞 ト其 轄 格 ④ ヲ同 ウスル動 辞 是 也 。
『四』③
HenpaBmbHbIemaro∬H.不同縛 動 辞 ハ
他 辞 ノ縛 移 二係 ラス一 箇 ノ轄 変 ヲナス動 辞 也 。
『五』③
nonHbIernaronbl.満備 動 辞 ・・運 用 スル寸二
自 ラ轄 格 軍 復 ノ備 リタル動 静 也 。
『六』ω
HenonHbie(5)maronbl.不轄 動 辞 ハ
其 出 セル所 而 已 ニテ前 句 二磨 セサル動 辞 也 。
『七』③




注(1}は じめ 「少 シ」 と あ って,「 少 」 を朱 で 抹 消 。 京 大 本 同 じ。(2)》Kの筆 記 体18
世 紀 風 。 京 大 本 同 じ。
正:HenOJIHHe.
『文 法 規 範』 巻 二101
(3)この 位 置 で 朱 筆 。 京 大 本 同 じ。(4)正:「 轄 移 」。 旧
通例動辞二備 リタル時世 ヨリハ尚多 ク時世 ノω備 リタル動辞也。
右件 々左二出ス所 ノ辮スルコヲ以 テ尚明ヵ二會得 ス可 シ。
凡動辞ハ布置法。ω 爾我彼。(2)軍復,③ 種類,(3)及ヒ時世
等 二因 テ轄 移 スル也 。 此[至 極](4)ヲ名 ヶテCnPfl)KeHieト云 フ。
一 真
HaKJIOHeHie.[⑳(4)・ぐ語 ヲ布 置 ノ文 ヲ成 スノ諸
髄 法 也 。 我 魯 西 亜 語 ニハ是 二四 法 有 リ。 如 左 。
第..HaKJIOHeHleH3bHBHTellbHOe.
匡亘亘ヨωト云フ。是動辞ヲ以テ趣意ヲ決断治定ノ
云 フ寸 ノ法 也 。 如 設flSM5,r我 食 フ』ω




注(D「 時世 ノ」 は 「多ク」と 「備 リ」の間にカギを用いて上方より縦書きで挿入訂




セサル寸二云 フ法 也 。 但 シ魯 西 亜 語 ニチハ此 承 起 法 二
於 ヶルモ右 ノ直 説 法 二於 ヶルモ諸 辞 ヲ配 スルニ少 シモ
『助辞』②
異 ナルー]ナシ。 然 レ任 此 承 起 法 ノ文 二・・必 其 昔 メニCOK)3b
『若モシ セパ




Hb.若 シ予 食 シタリセバ則 空 心 ア ラ ザ リ シナ ン ト
云 ヘルが 如 シ。 即 上 下 ノニ 句 ヲ以 テ語 ヲナシタリ。 故 二此 ノ






注(1)朱 筆 囲 み。 京 大 本 同 じ。 ② 京 大 本 も朱 筆 。(3)京 大 本 「タ ラ ザ リ シナ ン」。
(4)はじめnHBe刀bTenbHoeと書 き す べ て朱 筆 で,第1字 のnに 大 文 字 の 飾 りを 加
え,第2字 のMと 第6字 のbを 抹 消 し,そ れ ぞ れ下 にoとHを 書 い て 訂正 。 京 大
本 も 同 じ。
鞠 ωト云 フ。是ハ物 ヲ請 ヒ或八事 ノ令命 ヲ下 ス寸 ノ文酷 ナリ。
如 設HAH,『 行 ケ 』(2)PIIUITe,『諸 行 』(2)
請ヵ疑ハ③
KYIIIava,『食 へ 』(2)KymailTe『食 シ タ マ へ 』(2)ト
云 ヘルが 如 シ。
琵 ・・K・…H・ ・・…p・ 脚 ・HH・….
E函 ω ト云 フ。 是 ハ心 二決 セスノ為 ントスル所 ノ業 或 ハ人 二
任 セラル・』]或ハ事 ノ動 静 ヲ云 ヒ或 八人 ヲ定 メズ又
時 ヲ限 ラスシテ云 フ時 ノ文 髄 也 。 如 設
HnTti(5),『行 ン』(2)KYIIIaTb『食 ン』(2)ナド云 ヘルが





注(1)朱 筆 囲 み。 京 大 本 も 同 じ。(2)京 大 本 も朱 筆 。(3}上 方 朱 筆 の 「諸 行 」 の
「諸 」 を この 注 は 「疑 フ ラ ク ハ 請 力」 とす る が,「 諸 行 」 は2人 称 複 数 命 令 法 の
〈複 数 〉 を 「諸 」 で 表 わ した もの と考 え られ,「 諸 行 」 で 可 。(4)L,Kと も に こ
こ で の 術 語 はHeoKoHuaTenbHoeを用 い て い る。Heonpen6neHHoeの術 語 はLで は
BpeMfl中の 一 用 語 と して 用 い る(た だ し同 じ箇 所 をKはHecoBepuleHHoe)。一 方,
帝 室 ア カ デ ミー 第 二 部 会 の 教 会 ス ラ ブ 語 ロ シ ア語 辞 典,1847で は逆 で,Heonpe-
nBneHHoeを「不 定 詞 」,HeoKoHyaTellbHoeをBpeM」1の一 用語 と して 規 定 して い る。
GはHeonpeABneHHoeの術語 を こ この み な らず,BpeMAの項 で もHeoKoHuaTenbHoe
の 術語 と と もに 用 い て い る。 参 照:27ウ の 注5。{5)正:MnTH.(6)他の 文 字 よ
り大 き め。 京大 本 同 じ。
[0](i)JIHUb(2).[璽麺(3)ハ 即 ホ 我 彼 ノ三 人 ナリ。 1
詳二人代名 ω辞 ノ條 二辮 スルヵ如 シ。此 ノ人代名辞 二











為 メ三韓 移 スルヲ云 フ也 。 即 左 二出 ス例 ノ如 シ。
fiLIHTaK),我讃 ム 牙qHTaJIち.讃夕」(26ウ)
10
注(1)巻L23オ の 前 例 に よ る。(2}正:JIHus.(3)朱筆i囲み 。 京 大 本 も同 じ。(4}























[O](3)Pons(4).[翻(5)ト云 フモ亦 動 辞 名 辞 ノ種 類 二因 テ
前二詳tl」
























注(1)正:qHTae皿b.(2}正:「其 」。(3)巻1.23オ の 前 例 に よ る。(4)正IPons.
(5)朱筆 囲 み。 京 大 本 も 同 じ。(6)左 の動 詞 と同 じ定 動 詞 のHeCTHCbと考 え れ ば
正 は そ れ ぞ れHeccH,Hecnacb,Hecnocb.HecTHcbの不 定 動 詞HocHTbcflを想 定 して
い るの で あ れ ば,女 性 ・中 性 の正 は そ れ ぞ れHocHnacb,HocH"ocb.ponbでL,K
が 問 題 と して い るの は過 去 形 で の男 ・女 ・中性 形 の事 。Gは これ を 問 題 と しなが
ら も,OHb,OHa,OHOが主 語 で も現 在 形 の場 合 は 「是 二 依 テ少 モ 轄 移 セ サ ル ■]





因 テ轄 移 スルヲ云 フ也 。 即npaBHJIbHblem－
arO皿bl.同縛 動 辞 トnOnHblerllarO皿bl.
満備動辞ニハ 八 時世 ⑤二因テ動辞 ノ轄例 ヲ出ス。
lEHacT・flmee・p・肌 ⑳ …
5
是 今 業 ヲナシタル時 ナリ。 ■CH)Ky,牙nH皿y.
我坐二 我書.
董 ・p・m・。mee・…p・ 蜘 ・HH。,…
BpeMfl・過去不定 〔3)是既二登 スvre事
成 ラズ又其 時世 ヲモ云ハス只汎ク云フ時也。 10
刃CHAEII5,我座 タAllHcaJI5.我書 夕」(27ウ)
注(1)巻1.23オ の 前 例 に よ る。(2)正:BpeMeHH.(3)朱 筆 囲 み 。 京 大 本 同 じ。(4)
京 大 本 も 朱 筆 。(5)28ウ で は さ ら に 「二 時 有 リ」 と して い る か ら,計10時 世 。L,




pmeHHoe.Kは こ れ ら の う ち2)に 対 し て の みnpomeA田eeHecoBep皿eHHoeと別 の
術 語 を 用 い る が,他 は す べ て 一 致 す る 。 す な わ ち 現 在1,過 去3,大 過 去3,未 来
3。 こ れ に 対 しGは 現 在1,過 去5,大 過 去1,未 来3と す る:①HacToflmeeBpeMA
(現在);②npo皿enilleeHeonpeAB・leHHoeB.(過去 不 定),③llpomenllleecoBepmeHHoe
B.(過去),④npomeALIIeeoAHoKpaHoeB.(過去 一 回 時),⑤npollleAmeeHeonHoKpa-
THoeB.(過去 数 回 時),⑥npomenmeeHeoKoHgaHHoeBpeMI(過去 不 成);⑦AaBHo
npomeAmeeBpeMfl(大過 去);⑧6ynyiqeeHeonpeAB皿eHHoeB.(未来 不 定),⑨6yny-
lueeonHoKpaTHoeB.(未来 一 回 時),⑩6yAylqeecoBepuJeHHoeB.(未来)。 例 示 す る
動 詞 の 形 態 か ら み て,GはLの 大 過 去 の う ち4)を ⑤ 「過 去 数 同 時 に 」 と し,5)




㊥(2)是 事 ヲ成就 シタルノ時也。
1




過 去 一 回 時 ② 是 既 二只 一 回 有 タルノ時 也 ω。
あ【nOCHAもJlb,」月nOnHCanb.





我 数回時座セ リ 我 数 回時書 セ リ
渠6y・r,・uee・…p・ 脚 ・HH…p・Msl.
魎 ヨ ② 是 事 始 ラントスレte模様 ノ分 ラサルノ時 也 。」(28オ)
5
10
注(D「 第 」 と 「三 」 の 間 に1字 墨 で 抹 消 。京 大 本 同 じ。(2)朱 筆 囲 み。 京 大 本 同 じ。
(3)c6CTbはCHABTbの対 応 の 完 了 体 で は な く,例 と して や や不 適 切 。 た だ し帝 室
ア カ デ ミー 第 二 部 会 の 教 会 ス ラ ブ語 ロ シ ア語 辞 典 で はCHnBTbの項cBCTbも併 記
す る。(4)次の 行 の例 は 不 適 切 。L,Kは －Hyrbの動 詞 で 例 示 す る。Gは この 項 で
通 して用 い た例 話cHnsThに逆 に制 約 され た か 。(5)正:HeoAHoKpaTHoe.
牙6yAycllJISTb,£ 【6ynynHcaTs・




有 ラ ントスルノ時 也(2)。flnOCH)KY,兄nonHmy.我一回書セ ン我一 回座セ ン
笑6y・ ・y田eec・Bepm・HH…p・M」1.
圏 ω 是 事 始 ラントシテ其 事 良 ク果 サント見 ユルノ時 也 。
(3),男 【HanH皿IY.牙C孤y
書セン我 坐セン 我
右 諸 時 世 ノ外 二我 魯 西 亜 國 語 ノ法 ニハ尚
二 時 有 リ。 即 是 ヲ左 二附 ス。
其_npo皿e丑IIIeeHeoKoHqaHHoe
BpeMfl.[函(1)是 事 ハ既 二始 リタレre未タ」(28ウ)
5
10
注(1)朱 筆 囲 み 。 京 大 本 同 じ。(2)以 下 の 例 は不 適 切 。L,K共 に －HyTb動詞 で例 示 。
28オ注4参 照 。(3)28オ注3参 照 。
106明 治 大 学 教 養 論 集 通 巻388号(2005・1)
果 ササ ル ノ時 也 。
戊【cSnb6bmo,'兄nHcaJIL6ちmo.




我 古座 シタル寸ア リ
牙nHCblBaJlb6bmo.(2)」(29オ)
我 古書 シタル寸ア リ
1
5
注(1)朱 筆 囲 み。 京大 本 も同 じ。(2}正:6blBaHO.
原名
[0](1)nPHqaCTiH[.]四第 篇 辞 動 分
[0](1)np・・aCTin.[i寒極(2'一皆 勤 辞 ・・
轄 シタル辞 ニメ配 置 スル庭 モ亦 同 シ。 故 二動 辞 ノ'所二
用 ル也 。
凡nPHqaCTie.分動 辞 ハ代 名 辞 ト
動 辞 ト連 用 ル寸 二其 動 辞 ノ代 二用 ル也 。 如 設
『人 所 我二
qenoBBKs,KoTopoVaMHも
是,語 り九 其 名』(3)
3TocKa3aJI5,Ha3blBaeTcflN:
我 二是 ヲ語 りタル所 ノ人 ハ何 某 ト云 フ○斯 ノ如 ク
代 名 辞 ト動 辞 ト相 離 シタルヲ分 動 辞 ヲ以 テ








格二因テ韓 移スル也 ○真草復種類及 ヒ
七轄格 二轄 移スル所ハ属名辞ノ轄例 ト相 同シ。





因 種 類 縛 移 例
一(1)[i⊇(1)C




























愛 スル… … … ハ
愛 スル… … … ノ
愛 スル… … … 二
愛 スル… … … ヲ
愛 スル… … …
愛 スル… … … ヨ リ
愛 スル… … … 二 於 テ
分動辞二備ル所ノ時世ハ現在 ト過去 トノミニシテ




注(1)正:JIIo6牙叫泣(2)正:Jho6脚 蹴 －eMは許 容 形 。(3)はじめllKo6flmaMsと書 い
たaを 墨 で抹 消 し,上 にHと 書 い て訂 正 。 京 大 本 も同 じ。
因 時 世 轄 移 例(1)

















.[0](6)恥enP酉aCTiH.切断 分 動 辞(7)ハ
一 名YcBqeHHoe叩HuacTie[.]に云 フ。
分 動 辞 ノー 種 也 。 是HapeqiSi(8).属用 辞 ト
rnaronb.動辞 トー 連 シ一 句 トナス寸 二其 動 辞 二」(31オ)
5
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注(1)下 の 例 話 でCHＬIBTbとcBCTbを体 の 上 で 対 応 す る動 詞 の よ う に扱 って い る の は
不 適 切 。 た だ し,28オ 注4参 照 。 さ らに過 去 一 回 時 のno－の つ い た もの も不 適 切 。
(2}傍線 朱 筆 。 京 大 本 も同 じ。{3)正:llHIIIYIuiM.(4)語尾 の部 分,は じめ －iuiMと
書 き,田 の ヒゲ を 朱 で 抹 消 し て 田 と 訂 正 。 京 大 本 も同 じ。(5)正:-Bllliti.
(6)先例 に よ る補 い。(7)朱 筆 囲 み。 京 大 本 同 じ。(8)正:HaPBHie.語末 を は じ
め －uieと書 き,eを な ぞ っ`てflに訂 正 す る。 京 大 本 も同 じ。
代 へ用 ル辞 也 。 如 設
『時二 予 坐セシ ニ 椅子
麺 旦 兄cBIIsHaCTYII5,
則 此 刻 睡キ』(D
ToToTちqacL3acllyJls(2).
予椅 子 二座 セシ寸即 時 二睡 リキ ト云 フ所 ヲ代 ヘテ
C脇HaCTy■L(3),flT・rs
gaCb3aCHyns.予椅 子=坐 シ忽 睡 レリ
ト云 フ寸 二是 ヲ用 フルナ リ。 又 麺 題a理 一
ωcanbnHcbMo
,TonoTnpa-
BmちOHoe[.]予 書 翰 ヲ書 キシ時 即 彼 ヲ






注(1)京 大 本 も朱 筆 。{2)正:3acHyJI:b.(3)正:oryJrb.{4)正:oTnpa-.語頭 の と
oの 間 に墨 の縦 線 あ り。 京大 本 同 じ。
時 予 彼 ヲ贈 レリト云 フ時 二用 ル也 。
此ABenPH・laCTie[.]ハ単 複 種
類 七 縛 格 等 二因 テ縛 移 スル寸 ハ無 シ。 唯 時 世 二
因 テ轄 スルノミ。 都 テ動 辞 ノ轄 例 ト同 シ。 但 此
ASenPHqaCTie[.]二於 テ・・未 来 ノ時 世

















nOCHABBS.一 回 座 シタル寸nonHcaBち.一 回 書 シタル寸'




注(1)以 下 の 用 例 の 一 方 で はcaＬIHTbCfl・cSCTbの体 の 対 応 他 にCHABTbが入 り こん で
い る。 さ らに過 去 一 同 時 にno－の つ い た 動 詞 は不 適 切 。28オ 注4参 照。 ② 傍 線
朱 筆 。 京 大 本 も同 じ。(3)正:CaＬUICb.{4)ふつ うnHcaTbは現 在 副 動 詞 を 派 生 し
な い。 ⑤ 正:「 書 」。
(白) 」(32ウ)
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